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　毎年、２学年全員が地元の僧ヶ岳登山に挑戦しています。
　２７年度は、８月１日土に行われ、４８名の生徒全員が登頂に
成功しました。登山中の生徒の安全を見守るため、保護者
７名が参加するとともに、地元の山岳救助隊や富山県警の
みなさんにも協力していただきました。
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射水市PTA連絡協議会設立１０周年記念

　市民と子供たちによる大文化祭が行われ、食育に関する
基調講演や、市内６中学校吹奏楽部の演奏会、オペラ歌手
の澤武紀行さんのコンサートが行われました。澤武さんと
子供たちの「BELIEVE」の大合唱は会場が一体となり、と
ても素晴らしかったです。
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高岡ブロック

　毎年、地域の方の協力のもと、学校田でもち米を収穫し
「収穫感謝もちつき集会」を開催しています。地域のおじ
いちゃん、おばあちゃんが先生となり、子供たちはもちろ
ん、お父さんやお母さんも「もちつき」を教わりながら、
笑顔あふれる交流会になりました。　
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砺波市立砺波北部小学校

砺波ブロック

黒部市立宇奈月中学校
魚津ブロック
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　親子で防災を学び、考え、意識向上を図ることを目指して、
親子防災教室を実施しました。
　地元消防団と婦人消防隊の協力を得て、親子で水消火器、担
架搬送、土のうづくりや炊き出し体験をするとともに豚汁、非
常食を試食しました。
　非常時に地域でどのように協力し、家庭ではどのような備え
をすればよいかなどを話し合う良い機会となりました。

立山町立釜ヶ渕小学校
富山ブロック
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富山県牛乳事業協同組合
事務局
〒939‐8164
　富山市林崎1223番地
　（とやまアルペン乳業株式会社内）
　TEL （076）428‐1021

　
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
ク
ラ
ン
ド
氏
は
、
楽
し
く
親
し
み
を
感
じ
る
雰
囲

気
の
中
で
、
自
身
の
豊
か
な
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
次
の
三
点
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
親
育
て
」

　
よ
く
子
供
を
観
察
し
て
子
供
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
事
。

　
「
親
」
と
い
う
字
は
「
木
」
の
上
に
「
立
」
っ
て
「
見
」
る
と
書

く
。
　
親
は
子
供
と
同
じ
目
線
で
は
な
く
上
か
ら
見
渡
し
、
安
全
を
確
認

す
る
こ
と
も
必
要
。

②
「
歯
み
が
き
」

　
幼
少
時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
人
の
前
に
出
る
と
き
に
は
、
必

ず
歯
を
磨
き
な
さ
い
。
き
れ
い
な
口
か
ら
は
汚
い
言
葉
は
出
な
い
か

ら
。」
と
言
わ
れ
、
今
も
Ｔ
Ｖ
に
出
る
前
、
授
業
の
前
に
歯
を
磨
く
。

　
こ
れ
が
私
の
ル
ー
ル
、
家
族
の
常
識
に
な

っ
て
い
る
。

③
「
常
識
・
非
常
識
」　

　
常
識
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。「
私
の
常
識
」

が
「
み
ん
な
の
常
識
」
と
違
う
こ
と
に
気
付

き
、
違
う
こ
と
に
つ
い
て
「
な
ん
と
非
常
識

な
」
と
思
わ
ず
理
解
す
る
よ
う
努
め
「
な
ん

か
お
も
ろ
い
な
」
と
思
う
こ
と
「
違
和
感
」

を
楽
し
む
。
こ
れ
は
新
し
い
自
分
を
つ
く
っ

て
い
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
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絆
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～
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

～
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
～～

講
師
　
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
氏

（
京
都
外
国
語
大
学
　
外
国
語
学
部

英
米
語
学
科
　
教
授
）

　
平
成
　
年
　
月
　
日
土
富
山
県

２７

１１

２８

民
会
館
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
！

～
子
ど
も
た
ち
の
か
が
や
く
未
来

の
た
め
に
～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
第
三
回
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
か
が
や
く
未
来
の

た
め
に
、
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
何
が
で

き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
語

り
合
う
場
と
し
て
、
七
つ
の
分
科

会
と
基
調
講
演
に
千
三
百
人
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
各
会
場
で

は
熱
心
に
学
ぶ
会
員
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

三行詩表彰

開
会
宣
言
　
　
　

第３第３回回
富山県PTA会員大富山県PTA会員大会会

～子どもたちのかがやく未来のために～
メインテーマJUMP！

J……大会を通じて会員の皆様に「Joy（喜び）」を感じていただく
U……大会の意義を「Understand（理解）」していただく
M……大会を「Mind（心）」で感じていただく
P……大会に参加し、今一度PTAの「Power（力）」を感じていただく

平成２７年１１月２８日㈯
９：３０～１５：００（９：００～受付）
会場／富山県民会館

米
屋
会
長

渋
谷
教
育
長

メイン会場

第１７５号　芋

第３回
富山県PTA会員大会
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〒930-0029　富山市本町9-10
大同生命富山ビル7F
TEL:076-431-7638
FAX:076-441-6790

富山支店

　全国一のマイバッグ持参率“９５％”を誇る富山県。
　レジ袋無料配布廃止の取組をさらにステップアップし、資源物回収や
低炭素化の取組等を行う、環境にやさしいお店「エコ・ストア登録店」
を積極的に利用し、応援しましょう！

『とやまエコ・ストア制度』登録店を
積極的に利用し、応援しよう！

☆とやまエコ・ストア制度の詳細はこちら
http://www．pref．toyama．
jp/sections/１７０５/ecostore/

とやまエコ・ストア
制度シンボルマーク
愛称：エコぼうや

ボクのマークが登録店の目印だよ！
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「平成２５・２６年
研究指定ＰＴＡ発表」

　両PTAともに２年間の活動を通
しての素晴らしい成果を発表されま
した。これからのPTA活動に大変
参考となる内容でした。

第１分科会（研修委員会）
五福小PTA
「お父さんの会の
活動を通じたPTA活動と

地域の活性化について」
福野中育友会

「生活習慣の見直し」

第１分科会

第７分科会

　講師に富山県経営管理部長・新田
一郎氏を迎え、地方創生とは何か？
をキーワードに講演していただきま
した。
　「元気な富山は子供たちから」を
施策に掲げ、少子化問題や教育問題
を中心に、ユーモアを交えて明るく
わかり易く話されました。参加者は
熱心に耳を傾け、講演の後、活発な
質疑応答も交わされました。

第６分科会（総務特別委員会）
「少子化に負けない
富山の元気が始まっている」

第６分科会

第２分科会

第３分科会

第４分科会
第４分科会（教育環境問題委員会）
「薬物乱用はダメ！ゼッタイ！」

　コーディネーターとパネリストによるパネ
ルディスカッションを行いました。
　実体験に基づいた話は、とても衝撃を受け
ました。
　薬物乱用の現状をとても身近に感じ、対策
を考えるきっかけになりました。

第３分科会（教育環境問題委員会）
「ネットいじめから子供を守る！」
　ネット社会の垣根が低くなってきた今、子
供たちが直面している「ネットいじめ」につ
いて話し合いました。
　「いじめ」に対する予防や対処法、適切な
利用方法の事例紹介とグループワークを通じ
て、認識・意識向上を図ることができました。

第２分科会（研修委員会）
「行列のできるＰＴＡ会長のお悩み相談室」
　ＰＴＡ会長同士が教育環境の向上などにつ
いて、グループワーク形式で大いに語り合い
ました。同じような悩みに共感し、規模や地
域性など各校の違いによる話題もとても参考
になりました。
　熱のこもった議論ができました。

「平成２５・２６年
研究指定ＰＴＡ発表」

　「早寝・早起き・朝ごはん」をキ
ーワードにグループワークを行い、
子育ての悩み解消法を学び合いまし
た。「子育てって楽しい！」と感じ
られる分科会になったと思います。
　楽しそうに発表されている姿が印
象的でした。

第５分科会（家庭教育委員会）
「子育てを百倍楽しむ方法!!」

第５分科会

　フォトグラファー徳光典子氏から、
写真の撮り方・編集の仕方を学んだ
後、グループに分かれ、各分科会の
様子を実際に撮影しました。
　グループワークでは、各グループ
から選ばれた写真について講師より
講評いただき、活発な意見交換がさ
れました。

第７分科会（広報委員会）
「学んで撮って高め合う
～プロに学ぶ写真の撮り方～」
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再生紙を使用しています

第１７５号　允平成２８年３月４日号
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ー
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成
　
年
度「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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２７２７

～
家
庭
で
話
そ
う
！
我
が
家
の
ル
ー
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・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大
切

～
家
庭
で
話
そ
う
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我
が
家
の
ル
ー
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家
族
の
き
ず
な
・
命
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大
切
ささ

三
行
詩
コ
ン
ク
ー

三
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コ
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ク
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文
部
科
学
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益
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団
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文
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省
、公
益
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団
法
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Ｔ
Ａ
全
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協
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催
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Ｔ
Ａ
全
国
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議
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催
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作
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本
年
度
は
、
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
で
は
会
長
が
交
代
さ
れ
大
き

く
変
革
し
た
一
年
で
し
た
。
新
旧

会
長
の
対
談
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
大

会
・
県
知
事
へ
要
望
書
提
出
な
ど

少
し
で
も
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
紙

面
づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
た
。
本

紙
発
行
に
あ
た
り
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
長
　
上
杉
浩
二

委
員
長
　
上
杉
　
浩
二（
富
・
和
合
中
）

委
　
　
員
　
桑
守
　
即
洋（
朝
・
さ
み
さ
と
小
）

渡
辺
　
誠
治
 （入
・
上
青
小
）

中
田
　
宗
則
 （黒
・
桜
井
中
）

中
野
亜
記
子
 （魚
・
東
部
中
）

吉
森
　
真
人（
滑
・
北
加
積
小
）

高
橋
　
晋
介
 （上
・
上
市
中
央
小
）

西
田
　
康
彦
 （立
・
日
中
上
野
小
）

桑
田
由
美
子
 （富
・
西
部
中
）

牧
　
　
洋
一
 （富
・
太
田
小
）

塚
原
　
晴
美
 （射
・
大
門
中
）

前
田
伊
和
男
 （高
・
能
町
小
）

坂
下
　
康
代
 （氷
・
西
條
中
）

細
川
　
勝
則
 （小
・
大
谷
中
）

山
本
　
善
晴
 （砺
・
砺
波
北
部
小
）

山
口
　
幸
夫
 （南
・
福
野
中
）

教
師
代
表
　
吉
野
　
智
子
 （富
・
新
庄
北
小
）

作
道
　
正
也
 （富
・
奥
田
中
）

担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

魚
住
　
恭
子

川
原
　
令
子

担
当
副
会
長
  

深
松
　
　
茂

広
報
委
員
会

◆
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部

焔
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
　
会
長
賞
〈
博
労
〉　
　

高
岡
市
立
博
労
小
学
校
P
T
A

焔
教
育
家
庭
新
聞
社
　
社
長
賞
〈
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
〉

　
南
砺
市
立
福
野
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会

焔
企
画
賞
〈
で
ま
ち
〉
　
砺
波
市
立
出
町
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会

　◆
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部

焔
日
本
教
育
新
聞
社
　
社
長
賞
〈
つ
る
ぎ
の
窓
〉

　
上
市
町
立
上
市
中
学
校
P
T
A

焔
佳
　
作
〈
や
ま
む
ろ
〉
　
富
山
市
立
山
室
中
学
校
P
T
A

焔
佳
　
作
〈
は
ぐ
く
み
〉

南
砺
市
立
福
野
中
学
校
育
友
会

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

要
望
事
項

１
　
教
育
現
場
の
環
境
整
備
及
び
取
組
へ
の
支
援

　
１
少
人
数
教
育
の
推
進
・
拡
充

　
２
子
供
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
３
高
い
資
質
を
も
っ
た
教
員
の
確
保
と
教
師
力
の
向
上

　
４
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
５
部
活
動
の
充
実
・
活
性
化

２
　
児
童
・
生
徒
の
心
身
と
も
に
健
全
な
成
長
へ
の
支
援

　
１
い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
対
策

　
２
携
帯
・
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
問
題
等
へ
の
取
組

　
３
薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
た
取
組

　
４
心
の
教
育
の
充
実

　
５
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

３
　
防
災
及
び
防
犯
教
育
の
推
進

　
　
児
童
・
生
徒
の
防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
組
と
防
犯
教
育
の
充
実

４
　
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
振
興

　
　
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
と
福
祉
増
進
の
た
め
の
事
業
等
へ
の
助
成

　
石
井
知
事
か
ら
は
、
要
望
書
に
対
し
て
事
業
内
容
や
県
の
取
組
を
も
と
に
、
小

学
校
三
年
生
に
お
け
る
少
人
数
学
級
選
択
制
の
導
入
に
向
け
た
対
応
状
況
、
小
学

校
に
お
け
る
英
語
専
科
教
員
の
配
置
の
増
員
な
ど
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て
は
、
要
望
書
の
提
出
は
最
も
重
要
な
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
各
地
区
・
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
、
各
種
懇
談
会
か
ら
の

情
報
収
集
や
現
状
把
握
、
国
の
施
策
等
も
知
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
要
望
書

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
要
望
事
項
が
す
ぐ
に
実
現
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
今
後
の
県
の
施
策
を
し
っ
か
り
と
見
て
来
年
度
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

石井知事と米屋会長

富山県PTA連合会代表

日時　平成２８年６月４日㈯
場所　サンシップとやま　

　あわせて広報紙コンクール表彰式を
開催致します。

平成２８年度富山県PTA連合会 定期総会

第

回
全
国
小
・
中
学
校
P
T

第
　
回
全
国
小
・
中
学
校
P
T
AA

３７３７
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品品

県Ｐ連からの県Ｐ連からのおお知らせ知らせ県Ｐ連からの県Ｐ連からのおお知らせ知らせ県Ｐ連からの県Ｐ連からのおお知らせ知らせ県Ｐ連からのお知らせ

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

猿
公
益
社
団
法
人
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
会
長
賞
〈
中
学
生
の
部
〉

玄
関
で
み
ん
な
の
く
つ
を
並
べ
な
が
ら
思
い
つ
い
た

最
近
、
家
族
三
人
で
川
の
字
で
寝
て
い
な
い
な
ぁ
と
思
い

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
く
つ
の
間
に
私
の
く
つ
を
お
い
た

射
水
市
立
大
門
中
学
校
一
年
　
　
　

　
橋
本
　
麻
央

猿
佳
作
〈
小
学
生
の
部
〉

お
母
さ
ん
は
い
つ
も

ぼ
く
の
こ
と
を
「
た
か
ら
も
の
」
と
言
う

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る

ぼ
く
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
て
る
ん
や
な
ぁ
と
思
う

人
は
み
ん
な
だ
れ
か
の
「
た
か
ら
も
の
」
な
の
か
な
ぁ
と
思
う

射
水
市
立
新
湊
小
学
校
五
年
　
　
　

二
口
　
敬
太

猿
佳
作
〈
中
学
生
の
部
〉

真
っ
す
ぐ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い

私
の
言
葉
も
受
け
と
め
て
く
れ
る

案
外
…
家
族
は
名
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

入
善
町
立
入
善
中
学
校
一
年
　
　
　

大
島
　
彩
夏

猿
佳
作
〈
中
学
生
の
部
〉

い
つ
も
生
意
気
な
弟
が
、
ひ
ら
が
な
覚
え
た
と
じ
ま
ん
し
て

覚
え
た
て
の
き
っ
た
な
い
字
の
手
紙
を
く
れ
、

見
る
と
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
の
一
言

あ
り
き
た
り
だ
け
ど
な
ぜ
か
感
動
。

立
山
町
立
雄
山
中
学
校
二
年
　
　
　

岩
崎
　
莉
央

※受賞作品　詳しくはホームページをご覧ください

県県
知
事
へ
要
望
書
提

知
事
へ
要
望
書
提
出出


